
    
 

ＤＶから子どもを守るために 
～ＤＶの加害者にも被害者にもならないために、 

今 私たちに何ができるのか～ 
 

ＤＶは子どもの身体・知的・心理的に大きな影響を及ぼすことがわかっており

また、直接虐待を受けなくても目撃することも長期的に同じような影響があると

いわれています。家庭内で起こる潜在的な問題であり、どうすれば子どもを守る

ことができるのか、原因、対処法について一緒に考えてみましょう。                         

日 時 平成３０年７月２２日（日） 

        １０：００～１１：３０ 

場 所 ひとり親家庭支援センター集会室 

       最寄駅：阪神・阪急「高速神戸」JR「神戸」 

       地下鉄「大倉山」 

講 師   神戸市看護大学教授 高田昌代 氏 

対 象   ひとり親家庭の保護者の方、寡婦の方   

定 員 ２０名程度☆一時保育あり（１歳半から就学前まで） 

7 月 6 日（金）までに予約のこと 

締 切 ７月 17 日（火）まで 

※ 講座のあと、30 分ほどおしゃべり会をします。参加ご自由です。  

  お時間がおありでしたら、すこしおしゃべりしましょう。一時保育は  

   １１時３０分までです。お子さんとごいっしょのおしゃべり会です。  

◆お申込み・お問合せ先◆          

 神戸市ひとり親家庭支援センター内 

社会福祉法人 神戸市母子福祉たちばな会 事務局 

TEL ３４１－４５３２ FAX ３７１－６４７８ 


